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　英語によるコミュニケーション能力を高め、身近な問題を深く考え自己の表現
力を磨くために毎年開かれている標津町教育研究所（粥川敏宏所長）主催の「標
津町中学生英語暗唱・弁論発表大会」が、11月3日、生涯学習センターあすぱるで
行われました。
　英語暗唱に出場したのは、標津・川北両校の生徒14人。3学年最優秀賞を受賞
した川北中の小部孝文くん・野口昴くんペアは、買い物中のひとコマを客と店員
に扮してユーモアいっぱいにテンポ良く繰り広げ、会場の笑いを誘いました。
　弁論発表には、両校から弁士７人が登壇。最優秀賞に輝いた標津中１年の上田
礼花さんが「今と昔そして未来」と題して、沖縄県出身の祖父から聞いた沖縄戦
での悲惨な出来事を、自分たち若い世代が正しく理解し、中心となって後世へ語
り継いでいくことの大切さを訴えました。
　弁論を発表した上田さんと遠嶋嶺くん（川北中１年）の２人が、来年７月に別海
町で開催される「少年の主張根室地区大会」に、本町代表として出場します。

中学生が堂々たる主張
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財政状況の公表②

　11月号に引き続き、本町の財政状況をお知らせします。
　今回は、「平成28年度普通会計決算額を家庭の収支に例えた場合」や「借入金と貯金の
残高」をお知らせします。

普通会計：財政の統計で使用する会計区分。本町の場合は一般会計を指します。

１年間の収入額

町税：町民税や固定資産税など皆さ
　　　まから納めていただいた税金
繰入金・繰越金：基金の取り崩しと
　　　前年から繰り越されたお金
使用料等：各施設の利用料金や証明
　　　書発行の手数料など
地方交付税：全国どこに住んでいて
　　　も公平なサービスが受けられ
　　　るように、国から所得税など
　　　の国税の一定割合が交付され
　　　るもの
国道支出金：事業や事務を実施する
　　　ために国や道から交付された
　　　補助金など
町債：事業実施のための借入金
地方譲与税等：国や道に納められた
　　　税金の一部が配分されるもの

◆◆平成28年度 普通会計決算額

１年間の支出額

※札幌市が公表している平成28年度当初予算における金額です。

人件費：職員の給料や議員の報酬など
扶助費：高齢者や障がい者、児童へ
　　　の援助費など福祉関係の経費
公債費：町債の元利償還金
物件費、維持補修費：事業や施設の
　　　運営経費（委託料、光熱水費
　　　ほか）および施設の維持補修
　　　経費（修繕料、除雪費）
補助費等：各種団体への補助金、交
　　　付金や保険料など
普通建設事業費：道路や建物の建設
　　　事業費や土地購入費など
繰出金等：各特別会計へ制度上また
　　　は収支不足を補うために支出
　　　するものなど
積立金：基金への積立金、町の貯金

町民1人当たりが負担する町税
13万1,680円

【参考：札幌市は14万5,716円】

町民1人当たりが受けるサービス
148万5,782円

【参考：札幌市は47万2,765円】

歳入

歳出

年収500万円の
家計に例えると

【収入の部】

【支出の部】

歳入総額
81億1,119万円

町税
６億9,751万円
（8.6%）

繰入金、繰越金
８億309万円
（9.9%）

使用料等
７億1,910円
（8.9%）

地方交付税
31億529万円
（38.3%）

国道支出金
11億9,763万円
（14.8%）

町債
13億5,690万円
（16.7%）

地方譲与税等
２億3,167万円（2.8%）

歳出総額
78億7,019万円

【町の科目→家計の科目】
町税、地方交付税等→給料など
国道支出金等→親からの仕送り
繰入金、繰越金→貯金引出
町債→借入金

【町の科目→家計の科目】　　　　　　 補助費等（補助金）→交際費
　人件費→食費　　　　　　　　　　　　　 普通建設事業費→財産購入
　扶助費→医療・介護　　　　　　　　　　 繰出金等→子どもへの仕送り
　物件費、維持補修費→光熱水費、通信費　 公債費→借入金返済
　補助費等（負担金）→租税公課、保険料　 積立金、収支差引→積立、繰越

地方交付税は、所得税などの国税の一
定割合が交付されるものですが、国が
地方に代わって徴収する地方税（地方
固有の財源）とされていることから、
｢親からの仕送り」ではなく、｢給料な
ど」に区分して作成しています。

お知らせします

郷土の台所事情
ま ち
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億円

◆◆まちの借入金残高

基金（貯金）は、特定の事業実施のた
めや収入不足を補うために積み立てて
いるものです。地方交付税の削減など
により平成19年度までは減少していま
したが、平成20年度以降は国の経済対
策などの支援もあったことから、積立
額を増やしています。
今後も計画的な運用（積立または取り
崩し）を実施します。

｢財源確定分」
将来、地方交付税
や使用料などで賄
われる部分
｢実質起債残高」
財源確定分を除い
た実質的な借入金
残高

平成28年度は、大規模な事業（こども
園建設）により町債残高を押し上げる
結果となりましたが、有利な起債を充
てることで実質的起債残高をほぼ前年
並みに抑えることができました。

財源確定分
実質起債残高

【参考】全会計の借入金残高

その他会計
病院会計
下水道会計
一般会計

借入金残高を単純に人口で割り返した町
民１人当たりの借入金残高は､138万円と
なりますが、地方交付税や使用料などで
賄われる部分を除いた実質的な町民１人
当たりの残高は32万円となります。

特定の収入で事業を行う下水道会計や
病院会計などを含む全会計の借入金残
高は、91億２千万円ですが、上記のよ
うに将来地方交付税などで補てんされ
る部分がありますので実質的な残高は
27億１千万円となります。

町民1人当たりの借入金残高は･･･

32万円（前年も32万円でした）

◆◆まちの貯金残高

町民１人当たりの貯金残高は･･･

97万円（前年は99万円でした）
特定目的基金
減債基金
財政調整基金

｢財政調整基金｣
災害発生などの緊急の支
出への対応や年度間の財
源の不均衡を調整するた
めの基金

｢減債基金｣
借入金の返済を計画的に
行うための基金

｢特定目的基金｣
各種事業を計画的に実施
するための基金
本町では現在「酪肉経営
振興対策基金｣や｢水産振
興基金」､「ふるさと新生
プラン・ステップⅡ推進
基金」など15の特定目的
基金を設置しています

0204060
億円

基金（貯金）残高の推移

3.8

3.6

3.9

4.1

4.4

4.6

4.8

5.1

5.1

7.1

8.1

8.1

8.1

9.1

29.9

35.3

39.3

46.3

50.1

51.7

52.4

4.79.151.2
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12月は町税等徴収特別強調月間です
　町税等徴収特別強調月間として、12月は「文書」や「電話催告」、「夜間臨戸訪問」な
ど、納税折衝による徴収を強化します。
　今一度、納入通知書のご確認をお願いします。

　平日の昼間に時間をとることができない方は、「夜間・休日納税窓口」を開設しますの
で、納付書を持参の上、ご利用ください。
●実施日時・場所 ●今月の納期一覧

「夜間および休日納税窓口」を開設します!!

区分 月　　日 会　　場 時　　間

夜間 12月18日㈪
� ～22日㈮

役場1階窓口

18時00分～
20時00分

休日

12月23日㈯
～24日㈰ 8時30分～

17時15分
12月24日㈰ 川北生涯

学習センター

12月25日㈪ 第3期 町道民税
第7期 国民健康保険税

12月27日㈬ 第4期 介護保険料

１月９日㈫ 第6期 後期高齢者医療保険料

◎ 納税相談はお気軽に税務課へ ◎
☎８２－２１３１（内線108､109､119､120）

　高額滞納している方で納税意識が低いと判断した場合には、釧路・根室広域地方税滞納整
理機構へ事務を引き継ぎます。
　滞納となっている税金を徴収するため、分納誓約による履行監視、納
付や納税相談に応じない方には給与や財産を差し押さえし、滞納となっ
ている税金に充てることとなります。

平成28年度実績：収納額10,652千円【滞納処分者25人】
（税目：町道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）

◆◇建物の新増築・解体していませんか？◆◇
　町では、「新築または増築」された建物の評価（家屋評価）と、「取り壊した建物」の現
地確認を行っています。訪問の際は、ご協力をお願いします。
　また、建物を所有されている方は、平成29年度固定資産税納税通知書の最終ページに記
載されている「課税明細書」をご確認いただき、変更があった場合や不明な点がありました
らご連絡ください。
　固定資産税は、毎年1月1日現在建物を所有されている方に納め
ていただく税金です。年の途中で取得または取り壊しがあった場合
は、翌年度から納めていただく金額が変わります。
　なお、次のものも固定資産税の対象となります。
　①基礎（束石など）で土地に定着している倉庫、車庫
　②ガス、水道などの備わったコンテナハウス
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　先月号に引き続き、自動車のナンバープレートに「知床」を表示する『ご当地ナンバー』の導入
に向けた検討の状況をお知らせします。

◦�11月８日、北海道に対し、「知床・ 地方版図柄入りナンバー導入検討協議会」として、導入を検
討するための要望書を提出しました。

◦協議会メンバーに、オホーツク管内の清里町が新たに加わりました。
　�現在、協議会のメンバーは、２市７町（根室管内：根室市・別海町・中標津町・標津町・羅臼町
／オホーツク管内：網走市・斜里町・小清水町・清里町）で構成されています。

◦来月号で、町民の皆さまの導入に関する意向調査を実施する予定です。
◦�意向調査の結果を踏まえ、来年３月に北海道を通じて申請する国への正式な導入申込に向けて、
引き続き協議を進めます。

Ｑ.寄付金はどのように使われるの？
Ａ.�寄付金は、対象の地域に協議会を設置し（今回の導入検討協議会とは別の組織）、その協議会に

配分されることになります。
　 �協議会の構成メンバーは、関係自治体のほか、交通事業者や観光関係事業者などが参画する予

定です。
　 �具体的な寄付金の活用については、今後設置する協議会の中で検討を進めていきますが、例えば、

地域交通のサービス改善や観光振興に資する事業などが想定されています。

Ｑ.寄付金の金額はいくらになるの？
Ａ.金額は、現在のところ決まっていません。
　 今後、関係自治体の協議によって決定することになります。
　 1,000円以上、100円単位で検討されます。

ご当地ナンバーに関するご意見やお問い合わせは･･･
企画政策課　企画調整担当　☎82-2131（内線113）

「知床・地方版図柄入りナンバー
� 導入検討協議会」からのお知らせ

  ■ご当地ナンバーQ&A

※イメージ

  ■検討状況

  ■今後の予定

◆◇新しい北方領土に関する標語が決まりました◆◇
　北方領土について、国民の皆さんに広く認識してもらい、北方領土返還の気運を高めるた
め、独立行政法人北方領土問題対策協会では「標語・キャッチコピー」を昭和44年度から
毎年募集しています。
　今年度は、５月１日～９月30日に募集を行い、全国から応募された6,350作品の中から、
10月25日に選考会を開き優秀作品を決定しました。

【最優秀賞】　声届け　開けよう扉　四
し ま

島返還
� 福島県南相馬市・佐藤　隆貴さんの作品
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国民健康保険からのお知らせ
解雇、倒産、雇い止めなどにより離職された方は

国民健康保険税が軽減されます!!
対象となる方

軽減される金額

届け出に必要なもの

軽減される期間

⑴　雇用保険の特定受給資格者（解雇・倒産などによる離職）

国民健康保険税の計算に使用する前年度の給与所得を、30/100 とみなして
税額を計算します。

離職日の翌日から、その翌年度末までの期間の国民健康保険税について、
軽減が受けられます。

①　ハローワークで交付を受けた「雇用保険受給資格者証」
②　印鑑　　　③　マイナンバーカードまたは通知カード

⑵　雇用保険の特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）

◦離職理由コードが11、12、21、22、31、32の方

※対象となるのは、離職した本人のみとなります。

※雇用保険特例受給資格者証、雇用保険高年齢受給資格者証は対象外です。

※�「離職日」とは、雇用保険受給資格者証の「11.離職年月日」に記載された日のことをい
います。

※�国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き軽減の対象となりますが、会社の
健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると軽減は終了します。

◦離職理由コードが23、33、34の方

問合先　住民生活課　国民健康保険担当　☎82-2131（内線130､134､136）

離職理由コードは、雇用保険
受給資格者証の「12.離職理由」
の欄をご確認ください。
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北海道後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
■ 広域連合の計画に関する住民意見募集について ■
＊後期高齢者：75歳以上の方・65歳以上の一定の障がい状態にある方が対象です＊

北海道後期高齢者医療広域連合の第3次広域計画（原案）および
保健事業実施計画（第2期）（原案）に関する住民意見募集について

　北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携の下、後期高齢者医療制度を運営し
ている特別地方公共団体です。
　このたび、広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処
理する事務について定めた「第2次広域計画」および被保険者の
健康の保持増進事業のための「保健事業実施計画」が今年度末で
終了することから、平成30年度からの新たな計画を策定します。
　この計画の策定に当たり、次のとおり広く住民の皆さまからご
意見を募集します。

◆ 募集案件について
【募集案件】　北海道後期高齢者医療広域連合第3次広域計画（原案）
　　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（第2期）（原案）
【募集期限】　平成29年12月28日㈭　※必着

◆ 計画（原案）および募集要項の閲覧方法について
 平成29年11月29日から北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ(http://iryokouiki-
hokkaido.jp/hotnews/detail/00000225.html)に掲載しているほか、次の場所でも閲覧でき
ます。

【閲覧場所】

　・標津町役場　住民生活課　医療給付担当
　　住　　所：〒086-1632　標津郡標津町北2条西1丁目1番3号
　　受付時間：平日8時30分～17時15分　※土日・祝日除く

　・北海道後期高齢者医療広域連合
　　住　　所：〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階
　　受付時間：平日8時45分～17時30分　※土日・祝日除く

　　問合先　北海道後期高齢者医療広域連合　☎011-290-5601
　　　　　　住民生活課　医療給付担当　☎82-2131（内線130､134､136）
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Vol.3政策パッケージ

　　　　標津認定こども園 あおぞら　☎８２－２７１７
問合先　川北認定こども園 にじいろ　☎８５－２９５９
　　　　教 育 委 員 会 　 管 理 課　☎８２－３１１０

教えて !

【３号認定児とは】
こども園が開設される前は、“保育園”として
ご利用いただいていた0歳児～2歳児のクラス  

【１号認定児とは】
こども園が開設される前は、“幼稚園”として
ご利用いただいていた3歳児～5歳児のクラス  

３号認定児 １号認定児

２号認定児
0歳児クラス0歳児クラス 1歳児クラス 1歳児クラス 2歳児クラス2歳児クラス

3歳児クラス3歳児クラス 4歳児クラス4歳児クラス 5歳児クラス5歳児クラス

※０歳児クラスは、年齢が満６カ月から
　ご利用になれます。 

3歳児クラス3歳児クラス 4歳児クラス4歳児クラス 5歳児クラス5歳児クラス

【２号認定児とは】
こども園が開設される前は、“保育園”として
ご利用いただいていた3歳児～5歳児のクラス  

【ご利用になれるクラスについて】
•“１号認定児”のクラスは、どなたさまで

もご利用になれます。
•“２号認定児”および “３号認定児”のク

ラスは、以前の保育園と同様、保護者の就
労状況など要件を満たす場合にご利用にな
れます。

•詳しくは、下記問合先でご確認ください。

こども園特集

　「人口減少時代に挑戦する政策パッケージの事業について、もう少し詳しく知りたい」という
ご意見にお応えしてスタートし、３回目となりました“教えて！政策パッケージ”。
　今回は特集として、“こども園の使用料”についてご紹介します！

■標津町のこども園のしくみ
・�平成28年度まではそれぞれ別の施設だった幼稚園、保育園、母子通園センター、親子交流
館を、子育て環境の充実、利便性の向上を図るため、一つの施設に集約した、総合的な子
育て施設です。

・�通園する児童は、年齢などにより、大きく“１号認定児”、“２号認定児”、“３号認定児”
の３つに区分されます。
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１号認定児の基本使用料

月　額

○標津町では、無料でご利用になれます。

○こども園使用料は、世帯の収入や通園児童の人数などによって大きく変わります。 
○上記は、次のようなケースと仮定して算定していますのでご注意願います。 

施  設 ・各町村の主な公立のこども園など 
・公立のこども園などがない場合、主な民間保育園など 

世  帯 ・年収 400 万円、市町村民税所得割 10 万円 

児  童 ・4 月 1 日生まれの第 1 子のみ 

２号認定児の基本使用料

３号認定児の基本使用料
○標津町では、国の基準の1/4の料金でご利用になれます。

○標津町では、無料でご利用になれます。

年　額

月　額 年　額

月　額 年　額

■こども園の使用料
・�標津町のこども園の使用料と、周辺町村や国の基準額を比較すると、下記のとおりとなり
ます。

標津町 周辺町村 国の基準額

0円 6,000円〜
12,000円 20,500円

標津町 周辺町村 国の基準額

0円 20,700円〜
41,500円 41,500円

標津町 周辺町村 国の基準額

11,120円 22,200円〜
46,000円 44,500円

標津町 周辺町村 国の基準額

0円 72,000円〜
144,000円 246,000円

標津町 周辺町村 国の基準額

0円 248,400円〜
498,000円 498,000円

標津町 周辺町村 国の基準額

133,440円 266,400円〜
552,000円 534,000円

０歳児～５歳児まで、切れ目のない保育、幼児教育が受
けられるように、標津・川北の両認定こども園について、
標津町独自に使用料の無料化などを実施しています。

“こども園の無料化または負担軽減”って、
どんな事業なの??
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問合先　企画政策課　☎８２－２１３１（内線１１０、１１４）

１  結婚・子宝・子育ての政策
①結婚活動の応援強化
②安心出産の支援　
③出産祝い金の給付
④乳幼児紙おむつ購入助成
⑤幼保連携型認定こども園の開設
⑥こども園の無料化または負担軽減
⑦小・中学生の学習教材費の助成
⑧高校生までの医療費無料化
⑨標津高校での学びの支援 

3  産業・経済の政策  
㉒新しい農業経営者づくり
㉓農業協業法人の支援
㉔水産資源対策の強化
㉕標津ブランドづくり
㉖標津川の環境保全等
㉗起業支援補助の拡充
㉘再生可能エネルギーの活用等
㉙交流人口の拡大による地域の活性化
㉚情報発信の強化等

２  定住・移住・暮らしの政策
⑩住宅取得助成
⑪住宅リフォーム助成
⑫住まい・暮らしの資源の利活用
⑬あんしんサポートセンターによる地域での支え合い
⑭高齢者福祉施設利用者の負担軽減
⑮介護予防事業の推進
⑯高齢者等の除雪支援充実
⑰若者健診・保健指導の推進
⑱医療技術者等の確保
⑲避難道路・防雪柵の整備
⑳新・地域防災計画の実践
㉑ふるさとの未来を担うリーダーづくり

北海道　  の
子育て支援
北海道　  の

子育て支援

暮らしを応援する30事業
!

 人口減少時代に挑戦する政策パッケージ 2017
９月末

進捗状況

　町民の皆さまのライフステージを応援する「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ2017」
のうち、数値でお示しできる事業などについて、９月末現在の進捗状況をお知らせします。

ライフサイクル 事　 業 　名 9月末までの進捗状況

1．結婚・子宝
　・子育て

②安心出産の支援 緊急出産サポートに14人が登録
③出産祝い金 19件、3,500,000円のお祝い金を支給
④乳幼児紙おむつ助成 19件、2,250,000円を助成

⑥�こども園の無料化また
は負担軽減

旧保育園児145人の使用料、給食費や用具費などの無料化、負
担軽減を実施（22,478,420円）
旧幼稚園児38人の使用料、給食費や教材費などの無料化を実施
（3,505,920円）

⑦小･中学生教材費助成 対象児童・生徒延べ426人に2,755,417円分の教材を支給

⑧高校生までの医療費無
　料化

①現金給付（4～9月給付分）170件、575,653円　
②現物給付（4～7月診療給付分）2,658件、4,616,437円
※現物給付の8月分以降は今後請求となります

⑨標津高校での学びの支援
入学時の教材・制服代～対象者59人、2,950,000円を助成
通学費～対象者延べ99人、2,168,750円を助成
恵盟寮利用料～延べ81人、406,380円を助成　など

2．定住・移住
　・暮らし

⑩住宅取得助成 新築補助～12件、28,500,000円を助成決定
中古住宅取得補助～2件、1,290,000円を助成決定

⑪住宅リフォーム助成 21件、5,590,000円を助成決定
⑭高齢者福祉施設利用助成 町内高齢者福祉施設利用者40人、4,422,300円を助成
⑰若者健診・保健指導の推進 総合健診で21人が受診し、受診料の一部を助成（184,000円）

3．産業・経済
㉔水産資源対策の強化 サケ・ホタテの餌料環境調査、サケ・マス産卵状況調査などを実施
㉗起業支援補助の拡充 1件、3,000,000円を交付
㉙交流人口の拡大・活性化 都市圏などからの修学旅行9校、誘致下見など7件、774人受け入れ
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TownNews

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
10
月
16
日
、

標
津
消
防
団
か
ら
女
性
団
員
が
川
北
認
定
こ
ど

も
園
に
じ
い
ろ
（
髙
田
秀
康
園
長
・
園
児
57

人
）
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
、
４
歳
～
５

歳
児
を
対
象
に
、
人
形
や
紙
芝
居
を
用
い
て
防

火
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
紙
芝
居
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害

時
避
難
の
際
に
最
も
重
要
な
、
「
押
さ
な
い
、

駆
け
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
戻
ら
な
い
」
を

説
い
た
同
消
防
団
女
性
団
員
の
お
手
製
。
火
の

危
険
性
と
火
災
の
怖
さ
を
知
り
、
も
し
も
の
場

合
に
備
え
て
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
心
構
え

を
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
児
ら
は
、
女
性
団
員
や
消
防
職
員
の
熱
演

に
心
を
つ
か
ま
れ
、
紙
芝
居
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
事
業
の
一
環
と
し
て
イ

ク
ラ
給
食
が
、
11
月
10
日
、
町
内
小
中
学
校
で

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
サ
ケ
漁
の
不
振
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
原
料
が
高
騰
し
て
い
る
厳
し
い
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
、
町
水
産
加
工
振
興
協
会
（
佐
藤
勧
也
会

長
）
か
ら
イ
ク
ラ
30
・
５
㎏
と
、
標
津
漁
業
協

同
組
合
女
性
部
（
林
裕
子
部
長
）
か
ら
サ
ケ
の

す
り
身
20
㎏
を
今
年
も
無
償
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
10
年
よ
り
支
援
い
た
だ
き
、
今
年

で
20
回
目
。

　
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
事
業
は
、
地
元
で
生
産

さ
れ
る
食
材
を
教
育
素
材
と
し
て
活
用
し
、
ふ

る
さ
と
に
根
差
し
た
教
育
の
推
進
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
在
住
の
本
町
出
身
者
や
縁
故
者
な
ど

で
つ
く
る
東
京
標
津
会
（
小
田
桐
秀
人
会
長
）

の
「
第
39
回
総
会
・
親
睦
会
」
が
、
11
月
３

日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
、
会
員
・
同
伴
者
62

人
の
ほ
か
近
隣
市
町
の
ふ
る
さ
と
会
代
表
者
や

地
元
か
ら
金
澤
町
長
、
田
中
議
長
、
各
産
業
団

体
・
町
内
会
の
代
表
者
な
ど
27
人
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
竹
谷
参
議
院
議
員
や
高
橋
北
海

道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
議
事
４
件
が
承
認
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た

親
睦
会
で
は
、
歌
手
・
浜
砂
伴
海
さ
ん
に
よ
る

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
、
本
町
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
・
白
土
幾
美
さ
ん
が
奏
で
る
美
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
ふ
る
さ
と
の
と
わ

の
繁
栄
を
願
っ
て
標
津
町
歌
を
歌
唱
し
、
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
標
津
分
屯
地
の
第
３
０
２
沿
岸

監
視
隊
（
小
俣
好
史
隊
長
）
が
、
11
月
13
日
、

役
場
を
訪
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
特
別
賞
状
を
授

与
さ
れ
た
こ
と
を
金
澤
町
長
へ
報
告
し
ま
し

た
。

　

約
60
年
に
わ
た
っ
て
根
室
海
峡
周
辺
海
空
域

の
警
戒
を
続
け
て
き
た
本
隊
。
危
険
を
顧
み
ず

北
方
警
備
の
任
務
に
精
励
し
て
き
た
こ
と
が
た

た
え
ら
れ
、
11
月
８
日
、
首
相
官
邸
に
お
い

て
、
安
倍
首
相
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
俣
隊
長
は
、
「
こ
の
賞
状
は
、
歴
代
隊
員

た
ち
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
何

よ
り
、
町
民
皆
さ
ま
の
協
力
が
あ
っ
て
の
受
賞

だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
期
待
に
応
え
て
任
務

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

避
難
の
合
言
葉
は

「
お
・
か
・
し
・
も
」

ふ
る
さ
と
の
味
を
子
ど
も
た
ち
へ

思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
い

和
や
か
に
交
流

第
３
０
２
沿
岸
監
視
隊

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
の
栄
誉
に
輝
く

お話しの続きに興味津々

待ちに待ったイクラ給食！

総会であいさつする本町出身の竹谷とし子議員

報告のため来庁された小俣隊長（中央）
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日
頃
か
ら
芸
術
文
化
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
々

の
発
表
の
場
と
し
て
、
10
月
27
日
～
11
月
３
日
ま
で
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぱ
る
で「
標
津
町
文
化
祭
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
各
団
体
や
個
人
が
出
品
し
た
手
芸
、
陶

芸
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
園
芸
な
ど
の
個
性
溢
れ
る
作

品
が
会
場
に
ず
ら
り
。

　

文
化
の
日
の
11
月
３
日
に
は
芸
能
発
表
も
行
わ
れ
、

遊
戯
や
吹
奏
楽
、
寸
劇
、
大
正
琴
、
民
謡
な
ど
、
老
若
男

女
が
多
彩
な
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
他
に
も
お

茶
会
や
バ
ザ
ー
、
古
本
市

な
ど
、
文
化
を
堪
能
で
き

る
催
し
が
行
わ
れ
、
多
く

の
町
民
が
来
場
し
て
、
洗

練
さ
れ
た
芸
術
文
化
に

触
れ
ま
し
た
。

標
津
町
文
化
祭

標津町文化祭、
　　三地区文化祭を開催
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10
月
14
日
の「
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
ナ
イ
ト 

Ａ
ｕ
ｔ

ｕ
ｍ
ｎ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

ｉ
ｎ 

川
北
」
を
皮
切
り
に
、
11

月
18
日
ま
で
川
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
、「
三
地
区『
川
北
・
古
多
糠
・
北
標
津
』文
化
祭
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
主
役
の「
交

通
安
全
・
防
犯
も
ち
つ
き
大
会
」や「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
演
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
11
月
２
日
か
ら

５
日
間
は
各
団
体
や
個
人
、
児
童
・
生
徒
ら
の
作
品

を
展
示
。
１
日
限
定
で「
喫
茶
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」が
出
店
し
た

５
日
に
は
、
来
場
者
は
入
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
味

わ
い
な
が
ら
展
示
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た「
新
そ
ば
ま

つ
り
」
も
14
日
に
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民
が
手
打
ち

な
ら
で
は
の
コ
シ
や
風
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

約
１
カ
月
間
に
わ
た
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く

く
っ
た
の
は
、
川
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
協
賛

事
業「
第
52
回
定
期
演
奏
会
」。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
奏

で
る
美
し
い
音
色
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
観

客
全
員
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

三
地
区
文
化
祭

文化と芸術の秋



、
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●
南
摩
綱
紀
の
蝦
夷
地
派
遣

　

先
月
号
で
焦
点
を
当
て
た
会
津
藩
士
南な
ん

摩ま

綱つ
な

紀の
り

に

つ
い
て
、
今
月
号
で
は
標
津
に
派
遣
さ
れ
た
頃
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
文
久
２
年
（
１
８
６
２
年
）、
こ

の
年
、
会
津
藩
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
し
た
。
藩
主

松
平
容か

た

保も
り

が
、
京
都
守
護
職
に
任
命
さ
れ
、
京
都
で
の

治
安
維
持
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
会
津

藩
は
藩
兵
千
人
規
模
を
動
員
し
、
こ
の
任
務
に
当
た
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
後
に
会
津
藩
滅
亡
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
こ
の
京
都
守
護
の
始
ま
り
と
同
じ
年
、
藩
内
で

は
も
う
一
つ
別
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
安
政

６
年
（
１
８
５
９
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
蝦
夷
地
開
拓
と

警
備
担
当
者
と
し
て
、
南
摩
綱
紀
が
標
津
に
派
遣
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

　

漢
学
、
洋
学
を
学
び
、
西
国
の
知
見
も
備
え
、
藩
内

で
も
秀
で
た
人
材
で
あ
っ
た
南
摩
に
と
っ
て
、
京
都
守

護
が
始
ま
っ
た
藩
の
重
大
事
に
こ
そ
、
自
ら
の
知
見
を

生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
京
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
北
の
地
へ
と
赴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
ら
の
境
遇
に
つ
い
て
、
南
摩

自
身
は
『
北
海
道
雑
詩
』
と
題
さ
れ
た
次
の
漢
詩
に
そ

の
思
い
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

三
棹
三
潮
険　
　

三
た
び
掉さ

お

さ
す
三さ
ん

潮ち
ょ
うの
険け
ん

　

五
鞭
五
峻
山　
　

五
た
び
鞭む
ち

打
つ
五ご

峻し
ゅ
んの
山

　

往
来
千
里
路　
　

往
来
す
る
こ
と
千
里
の
路

　

身
老
楫
蹄
間　
　

身
は
楫
し
ゅ
う

蹄て
い

の
間
に
老
ゆ

　
「
三
潮
険
」
と
は
、
津
軽
海
峡
を
舟
で
越
え
る
時
に

遭
遇
す
る
３
つ
の
潮
目
の
難
所
を
、「
五
峻
山
」
と
は

函
館
か
ら
標
津
に
至
る
途
上
に
あ
る
、
静
狩
峠
、
礼
文

華げ

峠
、
様
似
峠
、
猿
留
峠
、
仙せ
ん

鳳ぽ
う

趾し

峠
の
５
つ
の
峠
道

の
難
所
を
意
味
し
て
い
ま
す
。「
楫
蹄
」
は
舟
や
馬
で

の
旅
の
こ
と
で
、
こ
の
詩
は
海
や
山
の
難
所
を
越
え
な

が
ら
舟
や
馬
で
旅
を
す
る
間
に
、
こ
の
身
は
老
い
て
し

ま
っ
た
と
い
う
、
ど
こ
か
悲
観
的
な
思
い
が
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。
蝦
夷
地
へ
の
派
遣
が
、
当
初
南
摩
に
大
き
な

失
意
の
念
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
詩
に
は
、
次
に
紹
介
す
る
も
う
一
つ
の
対
に
な

る
詩
が
存
在
し
ま
す
。

　　

鵬
程
九
万
里　
　

鵬ほ
う

程て
い　

九
万
里

　

天
遠
渺
煙
波　
　

天
は
遠
く
し
て
煙え
ん

波ぱ

渺び
ょ
うた
り

　

極
目
皆
吾
海　
　

極
目
す
る
と
こ
ろ
皆み
な

吾わ
が

海う
み

　

那
辺
是
鄂
羅　
　

い
ず
れ
の
辺
か
是
れ
鄂が
く

羅ら

　
「
鄂
羅
」と
は
、ロ
シ
ア
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

蝦
夷
地
の
広
大
な
海
を
前
に
、
目
に
す
る
も
の
は
皆
わ

が
領
海
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
な
ど
眼
中
に
無
い
と
い
う
気

概
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
の
詩
と
は
対
照
的

に
、
標
津
に
身
を
置
く
南
摩
の
意
気
高
揚
た
る
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

南
摩
の
蝦
夷
地
在
勤
中
に
お
け
る
、
こ
の
心
境
の
大

き
な
変
化
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
理
由
を
読
み
解
く
資
料
が
、「
箱
館
港
屏
風
」、

「
標
津
番
屋
屏
風
」
の
二
隻
一
双
の
屏
風
絵
で
す
。

●
南
摩
が
描
い
た
新
時
代
構
想

　
『
箱
館
港
屏
風
』
と
『
標
津
番
屋
屏
風
』
は
、
共
に

会
津
の
絵
師
星
暁
ぎ
ょ
う

邨そ
ん

が
江
戸
時
代
末
期
の
元
治
元
年

（
１
８
６
４
年
）
に
完
成
さ
せ
た
作
品
で
、
幕
末
の
歴

史
の
偶
然
を
重
ね
、
現
在
は
新
潟
県
の
西さ

い

厳ご
ん

寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
の
内
容
と
当
時
の
時
代
背
景
を
基

に
考
証
し
た
結
果
、
こ
の
二
隻
一
双
の
屏
風
は
、
南
摩

ら
蝦
夷
地
に
派
遣
さ
れ
た
会
津
藩
士
た
ち
が
、
新
領
地

の
資
源
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
に
描
い
た
、
新
時
代

の
構
想
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
『
箱
館
港
屏
風
』
は
、
当
時
建
設
中
だ
っ
た
函
館
の

五
稜
郭
周
辺
か
ら
見
た
、
函
館
港
の
よ
う
す
を
描
い

た
も
の
で
す
。
絵
の
中
で
は
、
津
軽
海
峡
を
越
え
て

続
々
と
蝦
夷
地
に
や
っ
て
来
た
北
前
船
の
姿
と
と
も

に
、
異
国
船
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
政
６

標
津
町
の
文
化
財

～
地
域
の
基
層
へ
誘
う
先
人
の
足
跡
～

第
７
回　

幕
末
会
津
藩
北
辺
防
衛
の
物
語
②
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年
（
１
８
５
９
年
）
に
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
、

諸
外
国
に
よ
る
自
由
貿
易
で
に
ぎ
わ
う
函
館
港
の
よ
う

す
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
標
津
番
屋
屏
風
』
は
、
現
在
の
標
津
神
社
付
近
の

よ
う
す
を
描
い
た
も
の
で
、
当
時
の
標
津
市
街
地
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
絵
の
中
に
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
建

物
が
二
棟
描
か
れ
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
建
物

は
、漁
場
を
管
理
す
る
「
会
所
」
と
呼
ば
れ
る
建
物
で
、

現
在
の
福
住
総
本
店
が
あ
る
場
所
に
相
当
し

ま
す
。
陣
屋
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
会
津

藩
士
た
ち
は
こ
こ
を
拠
点
に
政
務
を
取
り
仕

切
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
隣
の
向
か
っ

て
右
側
に
あ
る
、
現
在
の
大
地
み
ら
い
信
用

金
庫
に
相
当
す
る
場
所
に
は
、「
塩
切
蔵
」

と
呼
ば
れ
る
加
工
場
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

絵
の
中
で
は
、
こ
の
塩
切
蔵
に
標
津
川
か
ら

水
揚
げ
し
た
大
量
の
サ
ケ
を
運
び
込
む
よ
う

す
と
と
も
に
、
蔵
の
中
で
は
運
び
込
ん
だ
サ

ケ
を
山
漬
け
に
加
工
す
る
よ
う
す
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
古
文
書
の
一
つ
『
北
辺

要
話
』
に
は
、
標
津
川
と
西
別
川
の
サ
ケ
は

品
質
が
高
く
、
他
地
域
の
サ
ケ
よ
り
も
高
く

取
引
で
き
た
た
め
、
皆
江
戸
に
送
り
販
売
し

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
標
津
番
屋
屏
風
』
の
左
端
に
は
、
積
み

重
ね
ら
れ
た
大
量
の
材
木
の
姿
も
見
え
ま

す
。『
会
津
藩
文
書
』
と
呼
ば
れ
る
古
文
書

に
は
、
蝦
夷
地
の
ミ
ズ
ナ
ラ
材
は
非
常
に
良
質
で
造
船

に
適
し
て
い
る
た
め
、
海
外
に
向
け
て
販
売
す
る
と
と

も
に
、
軍
艦
を
造
り
諸
外
国
の
脅
威
に
対
抗
す
べ
き
と

す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
箱
館
港
屏
風
』
と
『
標
津
番
屋
屏
風
』。
こ
の
二
隻

の
屏
風
に
よ
り
、
南
摩
ら
蝦
夷
地
に
派
遣
さ
れ
た
会
津

藩
士
た
ち
は
、
蝦
夷
地
の
豊
富
な
資
源
を
生
か
し
て
財

政
再
建
を
図
る
と
と
も
に
、
軍
艦
を
そ
ろ
え
て
異
国
に

対
抗
で
き
る
力
を
付
け
て
い
く
べ
き
と
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

先
に
紹
介
し
た
二
首
目
の
詩
は
、
南
摩
が
蝦

夷
地
の
豊
か
な
資
源
に
触
れ
、
そ
の
可
能
性
を

知
り
、
屏
風
作
成
に
至
っ
た
時
の
高
揚
す
る
思

い
が
詠
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

写真２『箱館港屏風』(上)と『標津番屋屏風』(下)（新潟市西厳寺所蔵) 

この屏風は完成後、藩主がいた京都にあったと推測されています。戊
辰戦争勃発により会津藩船頭南半之助に託され、会津に輸送中、新潟
港が西軍に落ち、新潟の南家の蔵に収められ、今日に至りました。

標津町文化財に関するお問い合わせは…　ポー川史跡自然公園　☎82-3674

写真１　町指定文化財

『標津神社の四
よつ

爪
つめ

鉄
てつ

錨
びょう

』
今年新たに町の文化財となったこの

錨は、豊漁と海上安全を祈願し奉納

されたものです。屏風の中にも描か

れ、江戸時代から続く風習であるこ

とが分かります。
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町職員の給与・町職員数のあらまし
　町職員の給与は、職務に応じた給料と各種諸手当から構成されており、国や他の地方公共団体の
給与との均衡を考慮し、町議会で議決された「標津町職員の給与に関する条例」によって決められ
ています。
　また、職員の給与と使用者負担分の共済費を合わせた経費を人件費といいます。
　この内容を町民の皆さまにご理解いただくため、職員数の状況とともに、その概要をお知らせし
ます。

職員の任免および職員数に関する状況
⑴　部門別職員数の状況（各年４月１日）
　町職員の定数は、条例で上限186人と決められています。

区　　分
職　員　数

摘   要
平成28年 平成29年 前年増減数

一  般  行  政 86人 84人 ▲ 2人
議会・総務・税務・農林
水産・商工・土木・民
生・衛生等職員

特  別  行  政 26人 34人 8人 教育関係職員

公営企業等会計 45人 48人 3人
簡易水道・下水道・病
院・国民健康保険・介護
保険等職員

合   計 157人 166人 9人

⑵　職員の採用および退職者の状況
　定員適正化目標では、有資格職員を除く定年退職者の２分の１
を基本として補充することとしています。（有資格職員とは、保
育士、栄養士、看護師などの職員です）
� （平成29年４月１日付け採用/平成28年度退職等）

区　　分 採用
退　職

合計
定年 自己都合 その他

一　般　職 11人 ▲ 4人 ▲ 4人 3人

技能労務職 0人

合　計 11人 ▲ 4人 ▲ 4人 3人

※�採用の内訳は、事務職５人、技師２人、看護師１人、保育教諭
３人の計11人。

⑶　一般行政職の級別職員数の状況
　職務の内容と責任の程度に応じた区分に分かれています。
� （平成29年４月１日現在）
職務の

級 １ ２ ３ ４ ５ ６

計基準と
なる
職務

主 事
技 師

主 事
技 師

係 長
主 査
主 任

主 幹
係 長

課 長
参 事
主 幹

課 長

職員数 25人 12人 14人 32人 13人 2人 98人

構成比 25.5% 12.2% 14.3% 32.7% 13.3% 2.0% 100%

※�「一般行政職」とは、保健師、医療技術職、教育職などの特殊
な職種を除いた一般事務職や一般技術職をいいます。

※�職員数については、給与条例に基づく給料表の級区分による職
員数であり、職員の再任用に関する条例に基づき採用された再
任用職員２人は含みません。

⑷　一般行政職の年齢別職員数の状況
　一般行政職員の平均年齢は40.6歳、全道市町村平均（28年）
は41.4歳になります。
� （平成29年４月１日現在）

18～23歳
13人（13％）

46～49歳
９人（９％）

24～29歳
17人（18％）

30～35歳
６人（６％）

36～39歳
９人（９％）

40～45歳
18人（19％）

50～55歳
10人（10％）

56～60歳
16人（16％）

職員の給与の状況

⑴　人件費の状況（一般会計決算）
　人件費には、一般職をはじめ特別職に支給される給与と共済費
などの使用者負担にかかわる経費が含まれています。
　また、月々の給料と諸手当を合わせた職員給与費は⑵のとおり
です。 

区分 住民基本
台帳人口

歳出総額
Ａ

実質
収支

人件費
Ｂ

人件費比率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
27年度の
人件費比率

28年度 H29.1.1現在
5,368人

千円
7,870,186

千円
225,822

千円
860,768

％
10.9

％
14.1

⑵　職員給与費の状況（一般会計予算）

区分 職員数
A

給　与　費 １人当たり給与費
B／A給　料 職員手当 計B

29年度 人
118

千円
416,059

千円
221,480

千円
637,539

千円
5,403

※�職員手当は、扶養、通勤、住居、期末・勤勉手当などで、退職
手当は含まれていません。

⑶　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
� （平成29年４月１日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般
会計

円
289,615

円
331,486

歳
40.6

円
311,750

円
323,250

歳
54.3

※�「平均給料月額」は、平成29年４月１日現在における基本給
の平均で、「平均給与月額」は、職員手当などの額を合計した
ものです。
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⑷　職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
� （平成29年４月１日現在）

区　分 決定初任給 10年以上～
　15年未満

15年以上～
　20年未満

20年以上～
　25年未満

一　般
行政職

大学卒 178,200円 259,950円 314,280円 342,700円
短大卒 155,800円 227,700円 287,400円 338,250円
高校卒 146,100円 211,200円 282,200円 306,790円

⑸　ラスパイレス指数の状況
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場
合の、地方公務員の給与水準を示す指数です。

⑹　職員手当の状況（平成29年４月１日現在）
　給料以外の手当には次のものがあり、それぞれ支給される職員
の範囲、手当の額などが定められています。

区　分 内　　　　容 月　額 国の制度と
異なる内容

扶養手当

配偶者 10,000円

同配偶者
以　外

1人につき 8,000円
職員に配偶者がいない場合に
ついてはそのうち1人のみ 10,000円

15歳から22歳までの子の加算 5,000円

住居手当
持　家 5,000円 異

(持家手当無し)
(借家月額12,000円以上)

借家月額11,000円を超える家賃を支払っ
ている場合、家賃額に応じて支給

限度額
28,000円

通勤手当

自家用車等利用

異
(通勤距離区分13区分
　2,000円～
　　　31,600円)

片
道
距
離

2km～5km未満 2,000円

5km～10km未満 4,200円

10km～15km未満 7,100円

15km～20km未満 10,000円

20km～25km未満 12,900円

25km以上 15,800円

管理職手当

町長が指定する課長職等 35,000円
異

(区分)会計管理者、課長、参事職等 30,000円

主幹職 20,000円

寒冷地手当

11月から3月までの期間、各月の初日に在職する職員に支給

異
(級地区分)世帯主

扶養親族等がいる職員 26,380円

扶養親族等がいない職員 14,580円

その他の職員 10,340円

時 間 外
勤務手当

正規の勤務時間を越えて勤務を命ぜられた職員に支給

同平成28年度
(一般会計職員)

支給総額 21,294千円

職員１人当たり支給年額 237千円

⑺　期末・勤勉手当と退職手当の状況
　期末・勤勉手当および退職手当の支給率は次のとおりです。
　国（国家公務員）では、期末・勤勉手当に役職に応じた加算率
が算定されており、町においても次のとおり適用しています。
　また、退職手当は退職理由と勤続年数に応じた支給率に退職時
の給料月額を乗じて算出されます。
� (平成29年４月１日現在)

区
分 標津町 国

期
末
・
勤
勉
手
当

一般職員 期末手当 勤勉手当 一般職員 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.85月分 ６月期 1.225月分 0.85月分

12月期 1.375月分 0.85月分 12月期 1.375月分 0.85月分

計 2.6月分 1.7月分 計 2.6月分 1.7月分

年間支給率　4.3月分 年間支給率　4.3月分

※加算措置の状況
職務上の段階、職務の級等による加算措置
・ 役職加算    5～15％
※管理職員については、各期末・勤勉手当
　の支給率は異なるが年間支給率は同率。

※加算措置の状況
職務上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　　5～20％
・管理職加算　10～25％
※�勤勉手当は勤務実績により支給率が異な

ります。(上記率は平均支給月数)

退
職
手
当

支給率 自己都合 定年 町・国ともに同率です。
※�その他の加算措置として、
町・国ともに定年前早期退
職特例措置（２～45％加
算）を適用しています。

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

⑻  特別職の給料などの状況（平成29年４月１日現在）
  町長・副町長・教育長の給料月額は、平成18年４月１日から当
分の間、８～12%の削減をしています。

区　分 給料月額等

給　　料
町 　 長
副 町 長
教 育 長

８４６，８００円 （当分の間　７４５，０００円）
６７７，７００円 （　　〃　　　６１０，０００円）
６１０，４００円 （　　〃　　　５６２，０００円）

報　　酬
議 　 長
副 議 長
議 　 員

２９５，８００円 
２３７，４００円 
１８７，０００円 

期末手当

町 　 長
副 町 長
教 育 長

　　　　　６月期　1.825月分
　　　　　12月期　1.925月分
　　　　　　計　　3.75　月分

議 　 長
副 議 長
議 　 員

　　　　　6月期　1.675月分
　　　　　12月期　2.075月分
　　　　　　計　　3.75　月分

退職手当 町 　 長
副 町 長
教 育 長

（算定方式）
給料月額×5.126月×４年
給料月額×3.234月×４年
給料月額×2.838月×３年

（支給時期）

任期毎

※期末手当は職員と同じく、役職加算を適用しています。

Ｈ23.4.1
Ｈ28.4.1

☆�給与・定員管理の状況は、町ホームページでも、
詳細を公表しています。

　URL  https://www.shibetsutown.jp/　　
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職員の分限および懲戒処分の状況
⑴　平成28年度の処分状況

分限処分 懲戒処分
降任 免職 休職 計 戒告 減給 停職 免職 計

0 0 2 2 0 0 0 0 0

※�分限処分とは、公務能力の維持を目的に職員に対してされる処分
で、制裁的なものではありません。

※�懲戒処分とは、職員の義務違反に対して責任を問い、秩序の維持を
図るための制裁的な処分です。

職員福祉の状況

⑴　職員の福利厚生の実施状況� （平成28年度）

事　　業　　名 事　　業　　概　　要

総 合 健 康 診 断 40歳以上は毎年受診、30歳以上39歳以下は隔年
受診。（71人受診）

定 期 健 康 診 断 総合健康診断の対象外の職員が毎年度受診。
（38人受診）

衛 生 委 員 会 職員の疾病を未然に防止し、快適な職場環境の
形成を目的に開催。

⑵　公務災害などの状況

平成28年度
申請件数

平成28年度認定状況 平成28年度末
未認定件数公務上 公務外 計

2件 2件 0件 0件 0件

職員の研修の状況

根室町村会主催 道主催 町主催 その他

18人 17人 26人 0人

※総務課所管分
・�根室町村会では、新規採用や一定の年数を経過した管内の町職

員を対象に、各分野の研修会を開催。
・�道主催は、各種専門課程を全道の市町村職員を対象に、道庁舎

で開催。
・町主催は、全職員を対象に、講師を招へいした研修会を開催。

公平委員会に関わる業務の状況
　平成28年度、勤務条件に関する措置要求（※①）、不利益処分に関
する不服申し立て（※②）については、該当ありません。
（※�①）職員が給与や勤務時間その他の勤務条件に関し、適当な

措置が執られるべきことを要求することができる制度。
（※�②）懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた職員

が、不服申し立てをすることができる制度。

平成28年度町長交際費支出状況

区分 悔 や み
法  　要 お祝い 見舞い 餞別 募金等寄付

的なもの
懸案事項�
等 処 理 その他 計

件数 70件 14件 4件 3件 8件 6件 3件 108件

金額 613,040円 225,000円 30,000円 20,000円 118,000円 140,000円 100,000円 1,246,040円

定員適正化計画の数値目標および進捗状況
⑴　定員適正化目標
　本計画は、平成23年４月に策定された標津町ふるさと新生プ
ラン・ステップⅡにおいて、町が人件費を支弁している全ての職
員（役場、病院、消防などの職員）数から、前年度定年退職者数の
２分の１の人員を補充することを基本として推計する目標です。

⑵　定員適正化計画の年次別進捗状況の推移
区　　　　　分 H24 H25 H26 H27 H28 H29

前年度末職員数① 172 166 168 174 177 178
新規採用職員数② 5 8 15 10 6 15

内　　訳
定年補充 3 3 4 1 3 1
そ の 他 2 5 11 9 3 14

年度当初職員数③
（①＋②） 177 174 183 184 183 193

年度途中採用職員数④ 1 2 1 5 3 0
退職者数⑤ ▲ 12 ▲ 8 ▲10 ▲12 ▲ 8 ▲ 6

年度末職員数⑥
（（③＋④）－⑤） 166 168 174 177 178 187

前年度との比較⑦
（⑥－①） ▲ 6 2 6 3 1 9

※�平成29年度当初職員数までは実職員数を記載し、平成29年度
退職者数は年度末退職予定者数を記載しています。

※�平成29年４月１日現在の新規採用職員数15人の内訳は、役場
14人（一般職員11人、再任用職員３人）、根室北部消防事務組
合標津消防署１人です。

※�平成29年４月１日現在の年度当初職員数193人の内訳は、役
場166人（病院・教育委員会等職員含む）、根室北部消防事務組
合標津消防署22人、根室北部衛生組合５人です。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴　勤務時間の状況
　役場の開庁時間は、8時〜18時までですが、標準的な職員の勤
務時間は次のとおりです。

１週間の労働時間 38時間45分
（１日につき7時間45分）

月曜日〜金曜日までの割り振り ８時30分〜17時15分まで

休憩時間 12時〜13時まで

週休日勤務の場合 振替休暇による代休措置

開庁時間に伴う時差出勤の場合 各課内において調整

※病院・こども園などでは、勤務形態が異なります。

⑵　休暇などの状況

年 次 休 暇 暦年20日（残日数20日を限度として繰り越し）

病 気 休 暇 90日間(ただし、結核など町長が特に必要と認める場
合については、１年以内の期間)

特 別 休 暇

親族の死亡（配偶者10日・父母７日・子５日ほか）
結婚６日以内、配偶者の出産3日以内、子の看護休暇
５日以内、産前産後の休暇(分娩予定日前８週間目(多
児妊娠の場合は14週間目）、分娩後8週間目にあたる
日までの必要な期間)など

⑶　職員の年次休暇の取得状況
� （平成28年１月１日～12月31日）

総取得日数⒜ 全体対象職員数⒝ 平均使用日数⒜／⒝

602日 72人 8日

※調査対象は、町長部局に勤務する職員です。
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　町では、医療技術職員の充足を図ることを目的に、将来、看護師や薬剤師、診療放射線技師、そ
の他の医療技術者など（国家資格を有する者）となって町職員として勤務しようとする方に対し修
学に必要な資金の貸し付けを行うこととして、次のとおり貸付者を募集します。

Ｑ　申し込めば必ず貸付金を利用できますか？
Ａ　いいえ。運営審議会の審査によって貸付可否が決定されるため、必ず利用できるわけでは

ありません。

Ｑ　貸し付けは何月から始まりますか？
Ａ　第1回目の修学資金貸付時期は5月です。その後、7月・10月・1月にそれぞれ3カ月分を貸

し付けします。

・貸付決定を取り消された場合　　　・町に就職しなかった場合
・誓約期間前に退職した場合　　　　・貸付条件に違反した場合

貸 付 対 象 者 看護師や薬剤師、診療放射線技師など、国家試験受験資格が得られる学校など
から入学許可を得た方で、5年以上町職員として勤務することを誓約した方

貸 付 限 度 額 月額12万円以内

利 子 無利子

貸 付 枠 平成30年度は2人枠　【内訳】放射線技師1人・看護師1人、または看護師2人
※毎年度設定するため、その年によって異なります

保証人および
連 帯 保 証 人

保　証　人：保護者など
連帯保証人：２人（前年所得金額がおおむね300万円以上の方）

貸付決定の取消 退学、辞退、就学困難、成績不良、貸付目的を達成する見込みがないと認めら
れるとき

貸付決定の停止 休学したとき

返還債務免除 5年（または貸付期間）以上町職員として勤務した場合に免除

貸付金の返還

次の場合は、事由発生の翌月末日までに貸付金を返還しなければなりません

現 況 報 告 貸付決定者は毎年3月末日までに学業成績表・健康診断書を提出

申 込 方 法 申込書およびその他必要書類を提出

申 込 締 切 平成30年2月28日㈬

標津町医療技術職員等
養成修学資金貸付制度について

申込書配布･提出先
問　　　合　　　先 保健福祉センター 管理･保健予防担当　☎82-1515（内線514）
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標
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
福

岡
練
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
石
川
県
金

沢
市
、
今
年
の
４
月
に
こ
こ
、
標
津
町

へ
越
し
て
き
ま
し
た
。
水
族
館
で
働
く

こ
と
に
憧
れ
、
大
阪
の
専
門
学
校
で
学

び
、
念
願
叶
っ
て
現
在
は
サ
ー
モ
ン
科

学
館
に
勤
め
て
い
ま
す
。
６
月
号
で
皆

さ
ま
に
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
が
、
着

任
か
ら
早
や
６
カ
月
ほ
ど
経
ち
、
時
間

の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

業
務
の
方
で
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
、
多
く
の
助
言
、
助
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
次
第
で
す
が
、
自
分
な
り
に
成

長
で
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
７
月
に

行
っ
た
サ
ク
ラ
マ
ス
遡
上
観
察
会
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
そ
の
後
の

標
津
神
社
祭
で『
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の

お
兄
さ
ん
』と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
は
、

町
民
と
し
て
認
め
ら
れ
た
気
が
し
て
う

れ
し
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
少
し
ず
つ
顔
を
覚
え

て
も
ら
え
る
よ
う
、
務
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
当
館
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
！

　

標
津
町
民
祭
り

「
水
・
キ
ラ
リ
」

で
は
、『
水
守
衆
』

と
し
て
参
加
で
き

た
の
も
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
す
。
来
年
も

参
加
し
、
祭
り
の
盛
り
上
げ
の
一
助
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

初
の
社
会
人
、
初
の
北
海
道
暮
ら
し

で
辛
く
感
じ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
半
年
間
を

有
意
義
に
過
ご
せ
た
の
は
、
一
重
に
皆

さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
の
と
同
時

に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
標
津
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊（
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
支
援
員
）

に
着
任
し
て
か
ら
、
早
く
も
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
半
年
間
は
、
サ
ー

モ
ン
科
学
館
で
の
通
常
業
務（
展
示
魚

類
の
飼
育
管
理
、
来
館
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
、
施
設
維
持
に
関
す
る
活
動
な

ど
）
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ケ
科
魚

類
の
生
態
研
究
な
ど
で
培
っ
た
専
門
性

を
活
用
し
た
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の

一
部（
４
月
～
９
月
）
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

（
１
）�日
本
大
学
と
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学

館
の
野
生
サ
ケ
稚
魚
共
同
調
査

　

自
然
繁
殖
に
よ
り
、
サ
ケ
資
源
を
ど

の
程
度
造
成
で
き
る
か
な
ど
を
調
べ
る

た
め
、
ポ
ー
川
支
流
に
お
い
て
自
然
繁

殖
さ
せ
た
サ
ケ
親
魚
由
来
の
野
生
稚
魚

の
捕
獲
調
査
を
、
５
月
下
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
か
け
て
ほ
ぼ
毎
日
実
施
し
て
お

り
ま
し
た（
計
千
尾
ほ
ど
の
稚
魚
を
捕

獲
）。
そ
の
調
査
の
多
く
を
担
当
し
ま

し
た
。

（
２
）秋
の
特
別
展

　

サ
ク
ラ
マ
ス
な
ど
の
サ
ケ
科
魚
類
に

お
け
る
生
活
史
二
型（
河
川
残
留
型
、

降
海
型
）
の
出
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
進
化

生
態
学
の
見
地
か
ら
解
説
し
た
特
別

展「
川
に
残
る
か
？ 

海
に
降
り
る
か
？

～
『
２
つ
の
生
活
史
』
を
持
つ
サ
ク
ラ

マ
ス
の
条
件
戦
略
」（
９
月
中
旬
～
11

月
末
開
催
）
の
展
示
物
を
主
動
的
に
作

成
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り
に

微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
か
と
思
い
ま

す
。

（
３
）情
報
発
信

　

こ
れ
ま
で
の
サ
ケ
科
魚
類
の
生
態
調

査
で
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
利
用
し

て
、
当
館
の
ブ
ロ
グ
記
事
を
計
６
件
作

成
し（
６
月
19
日「
よ
り
安
全
な
降
海

の
た
め
に
」、
９
月
20
日「『
魚
生
』
の

分
か
れ
道
」他
４
件
）、
ウ
ェ
ブ
上
で
も

魚
類
の
生
態
や
当
館
の
展
示
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
来
館
者
へ
の
解
説
な
ど
の

通
常
業
務
に
お
い
て
も
、
サ
ケ
科
魚
類

の
専
門
知
識
は
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
専
門
性
を
生
か

し
た
活
動
に
よ
り
、
当
館
の
運
営
や
標

津
町
の
観
光
振
興
な
ど
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理

解
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

福
ふく

岡
おか

　練
れん

隊員

玉
た ま て

手　 剛
つよし

隊員
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気象予報士による防災お天気講座
西高東低の冬型の気圧配置とは（その2）Vol.21

ご質問は…　住民生活課 防災担当　☎82-2131（内線126）

　今月号でも、天気予報でこの季節によく耳にする「西
高東低の冬型の気圧配置」を解説します。
　温帯低気圧の発達には必ず冷たい空気と暖かい空気が
必要ですが、ロシアシベリア地方から強い寒気が吹き出
し、比較的暖かい海の上の空気とぶつかって低気圧が発
達します。その最盛期が、ちょうど北方領土周辺（天気
予報では千島近海と表現）となることが多いのです。寒
気と暖気の温度差が大きいと低気圧が猛烈に発達するこ
とがありますが、当地方の近くで発達するため、度々大
きな影響を受けます。
　西高東低のうち「東低」というのは、日本列島の東の
海上に低気圧が位置することからきています。「西高東
低」が冬型の気圧配置と称されるのは、冬の象徴である
シベリア地方の強い寒気に深く関わる気圧配置だからで
す。
　この言葉を天気予報で耳にすると寒くなることはもち
ろん、吹雪になることもありますので、これからの季節
は十分注意しましょう。

平成25年12月28日9時の天気図
※気象庁の図に加筆

日本の西（モンゴル付近）に勢力の強
い高気圧と、日本の東（千島近海）に
発達した低気圧が認められる。

千島近海に発達した低気圧

勢力の強いシベリア高気圧  

【典型的な「西高東低の冬型の気圧配置」の例】

　

道
南
江
差
町
は
、
か
つ
て
日
本
海

を
結
ぶ
北
前
船
交
易
で
栄
え
た
商

業
・
文
化
の
町
で
す
。
当
時
、
ニ
シ

ン
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
全
盛
期
に

は「
江
差
の
５
月
は
江
戸
に
も
な
い
」

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
の
繁
栄
を
極
め
ま

し
た
。

　

当
時
、
ニ
シ
ン
の
豊
漁
に
感
謝
を

込
め
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く
行
わ
れ
た
の

が
、「
江
差
・
姥う

ば

神が
み

大
神
宮
渡
御
祭
」

で
す
。
北
海
道
最
古
の
お
祭
り
と
い

わ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
伝
統
と
歴
史

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
は
、
毎
年
８

月
９
日
～
11
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、

期
間
中
は
山
車（
江
差
町
で
は
、「
ヤ

マ
」
と
い
う
）
の
引
き
手
と
観
光
客

が
一
体
と
な
り
、
町
中
が
祭
り
の
熱

気
で
包
ま
れ
ま
す
。

　

３
基
の
み
こ
し
と
京
都
祇
園
祭
り

の
流
れ
を
汲
ん
だ
お
囃
子
や
掛
け
声

と
と
も
に
、
豪
華
絢
爛
な
13
台
の
山

車
が
供
奉
し
、
町
内
を
練
り
歩
く
さ

ま
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。
２
日
目

の
夜
、
姥
神
大
神
宮
に
勢
ぞ
ろ
い
し

た
13
台
の
山
車
が
見
守
る
中
、
行
わ

れ
る「
宿
入
れ
の
儀
」も
必
見
で
す
。

VOL.51
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
ニ
ュ
ー
ス

10
月
号
の
北
海
道
滝
川
市
江え

部べ

乙お
つ

地
区
に
続
き
、
北
海
道
江え

差さ
し

町
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
差
町

宿入れの儀

いにしえ街道巡行
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町民・オン・ステージ

鎌田　　楓
かえで

ちゃん
（訓）

西尾　賢
けん

人
と

くん
（朋高）

田邉　颯
りゅうと

人くん
（貴誠）

林　　強
きょうしん

心くん
（強徳）

中村　　海
かい

くん
（一彦）

My Dream

わ・た・し・の・夢 vol.
141

吉
よし

田
だ

　聖
せい

奈
な

 さん
（川北中学校１年）

「将来の夢」

私
は
将
来
、
劇
団
四
季
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
に
劇
団
四
季
の
ラ
イ

オ
ン
キ
ン
グ
を
観
て
と
て
も

お
も
し
ろ
く
、
感
動
し
た
の

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
学
六
年
生
の

時
に
劇
で
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ

を
や
り
ま
し
た
。
劇
団
四
季

を
再
現
す
る
よ
う
に
、
物
作

り
や
歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
練

　

こ
の
経
験
に
よ
り
、
み
ん

な
で
作
り
上
げ
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
前

で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る

楽
し
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
再
び
、
劇
団
四

季
の
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
を
観

て
、
自
分
が
将
来
や
り
た
い

の
は
こ
れ
だ
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
劇
団
四
季

習
が
大
変
で
し
た
が
、
私
は

歌
を
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
を
す

る
の
が
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た

の
で
、
家
で
も
た
く
さ
ん
練

習
を
し
、
本
番
に
臨
み
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
全
員
の
頑
張
り

も
あ
り
、一
致
団
結
し
、
す
ば

ら
し
い
劇
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
観
て
い
た
方
々
か
ら

も
好
評
で
沢
山
の
拍
手
を
も

ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

に
入
る
た
め
に
は
、
歌
や
ダ

ン
ス
を
本
格
的
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
ま
ず
は
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
あ
き

ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　
　

◆

※�

2
月
号
は
標
津
高
等
学

校
生
徒
の
夢
を
紹
介
し
ま

す
。

Vol.76

１歳６カ月児健診

10月31日、保健福祉センターひま
わりで撮影。
（　）は保護者（敬称略）。

　このコーナーは、２カ月に１回
「ひまわり」で実施している１歳
６カ月児健診を受診したお子さん
を保護者の了承を得て紹介してい
ます。
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平
成
28
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら
、

糖
尿
病
有
病
者
と
糖
尿
病
予
備
軍
が
、
い
ず
れ
も
約

１
，
０
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
の
４

人
に
１
人
が
、
糖
尿
病
ま
た
は
糖
尿
病
予
備
軍
の
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
糖
尿
病
と
は

　

膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る

イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、
慢
性
的
に
血
糖
値

が
高
く
な
る
病
気
で
す
。

高
血
糖
の
状
態
が
長
引
く

と
、
血
管
は
次
第
に
も
ろ

く
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
怖
い
と
こ
ろ

は
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

重
症
化
し
て
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、

「
糖
尿
病
に
な
る
と
寿
命

が
約
10
年
縮
ま
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

★
糖
尿
病
が
引
き
起
こ
す
主
な
合
併
症

・�

糖
尿
病
腎
症
（
透
析
導
入
原
疾
患
の
第
１
位
で
、

２
０
１
５
年
の
透
析
導
入
患
者
の
４３
・
７
％
を
占
め

ま
す
）

・�

糖
尿
病
網
膜
症
（
成
人
失
明
原
因
の
第
２
位
）

・�

神
経
障
害
（
下
肢
切
断
原
因
疾
患
の
第
１
位
）

・�

動
脈
硬
化
（
非
糖
尿
病
者
に
比
べ
て
脳
卒
中
は
２
～

４
倍
、
心
筋
梗
塞
は
３
倍
以
上
）

・�

感
染
症
（
肺
炎
や
皮
膚
感
染
症
、
歯
周
病
な
ど
に
罹

患
し
や
す
く
、
ま
た
重
症
化
し
や
す
い
）

・�

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
・
脳
血
管
性
認
知
症

（
非
糖
尿
病
者
に
比
べ
て
２
～
４
倍
）

・�

が
ん
（
非
糖
尿
病
者
に
比
べ
て
約
２
倍
）

●
糖
尿
病
や
高
血
糖
対
策
に
は
食
事
と
運
動
が
大
切

　

肥
満
の
場
合
は
、
減
量
す
る
と
効
果
的
で
す
。

★
高
血
糖
予
防
の
食
事
の
と
り
方

・�

１
日
３
食
を
規
則
正
し
く
食
べ
る

・�

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
適
量
食
べ
る

・�

よ
く
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る 

・�

夜
遅
く
ま
で
飲
食
し
な
い

・�

酒
の
席
、
晩
酌
の
回
数
、
量
を
減
ら
す

・�

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
味
飲
料
は
飲
ま
な
い

・�

白
米
よ
り
も
玄
米
や
麦
ご
飯
、
雑
穀
米
を
食
べ
る

・�

野
菜
や
き
の
こ
な
ど
の
食
物
繊
維
を
多
く
食
べ
る

★
野
菜
か
ら
食
べ
て
「
食
べ
す
ぎ
」
予
防

　

野
菜
は
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
い

味
方
で
す
。
食
事
の
最
初
に
食
べ
る
こ
と

で
、
食
べ
す
ぎ
防
止
と
食
物
繊
維
が
効
果

的
に
働
き
ま
す
。

【
野
菜
の
効
用
】

・�

食
物
繊
維
が
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る

・�

イ
ン
ス
リ
ン
の
多
量
分
泌
を
防
ぐ

・�

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
動
脈
硬
化
を
予

防
す
る

・�

カ
リ
ウ
ム
が
塩
分
の
排
泄
を
促
す

・�

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
が
ら
満
腹
感
が
得
ら

れ
や
す
い

★
運
動
は
有
酸
素
運
動
と
筋
ト
レ
併
用
が
効
果
的

　

運
動
を
す
る
と
、
血
液
中
か
ら
筋
肉
に
ブ
ド
ウ
糖
が

取
り
込
ま
れ
、
血
液
中
の
糖
濃
度
が
低
下
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
を
継
続
す
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き

に
く
い
状
態
（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）
が
改
善
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
血
糖
の
上
昇
が
抑
制
さ
れ
、
糖
尿
病
を

予
防
・
改
善
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
ま
す
。

　

筋
ト
レ
が
血
糖
を
改
善
す
る
の
は
、
血
糖
の
80
％
以

上
は
筋
肉
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
筋
肉
が
増
え

る
こ
と
で
、
糖
の
取
り
込
み
が
促
進
さ
れ
る
た
め
で

す
。

健康

標津町保健福祉センター
栄養指導担当 ☎82-1515

糖尿病
～高血糖を
　予防しましょう～

正　常 糖 尿 病

膵臓
膵島

インスリン

ブドウ糖

血管

細胞

血糖値が下がる 血糖値が下がりにくい＝「高血糖」

正常に
分泌されて、
しっかり働く

分泌量が
少ない

分泌されるが、
しっかり
働かない

膵島
膵臓 膵臓

細胞

膵島

細胞

野菜炒めおひたしサラダ

 運動不足 過食・偏食  

 体重増加  

 内臓肥満・メタボの増加  

 糖尿病の増加  
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　  12月のごみ収集日 ※１月初回の収集日も掲載しています。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ 不燃ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空缶・ペット、トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
びん・新聞・雑誌

資源ごみＢ
空缶・ペット・トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
容器包装(紙)・紙パック・
段ボール

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
7日㈭

21日㈭
28日㈭

11日㈪
25日㈪

1月15日㈪

4日㈪
18日㈪

1月11日㈭

本町・鳩ヶ丘町・双葉町・望ヶ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
8日㈮

22日㈮
29日㈮

12日㈫
26日㈫

1月16日㈫

5日㈫
19日㈫

1月9日㈫

川北全域・北標津・西北標津・忠類
古多糠全域・浜古多糠・薫別・崎無異

水・土
9日㈯

30日㈯
1月20日㈯

13日㈬
27日㈬

1月17日㈬

6日㈬
20日㈬

1月10日㈬

※粗大ごみの収集は収集の前日までに事前の申し込みが必要です。
★粗大ごみの申込先は、渡邊清掃㈱70120-79-3106まで。

【10月24日】福岡県
　久留米大学医学部内科学講座
　および外科学講座表敬訪問

【10月27日】
　平成28年度会計決算審査特別委員会

【10月31日】札幌市
　北海道町村会農林水産常任委員会ほか

【11月2日】
　第1回農政懇談会

【11月3日】東京都
　第39回東京標津会総会・懇親会

【11月6日】札幌市
　北海道酪農振興町村長会議および北海道
　公社営畜産事業推進協議会合同役員会

【11月10日】札幌市
　全国漁業信用基金協会北海道支所
　第２回監査委員会ほか

【11月11日】
　21世紀に翔く「まち惚れ」in 川北

【11月14日】釧路市
　釧路・根室広域地方税滞納整理機構
　第３回構成町村長会議ほか

【11月16日～18日】千葉県ほか
　根室町村会道外行政視察ほか

【11月20日】
　平成30年度政策協議
� ＜以上、主なもの＞

　汲取月は各地区３カ月ごとに年４回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても汲取月には必ず汲み取っておく
など、余裕を持ってお申し込みください。

川北全域、北標津、西北標津
12月25日㈪
渡邊清掃㈱　70120－79－3106
　　　　　　☎ 0153－82－2220

実施地域
申込期限
申 込 先

１月の汲み取り実施地域

町長の動静
（10月21日～11月20日）

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
― 年末調整・確定申告まで大切に保管を！ ―

★相談・お問い合わせはお気軽に住民生活課国民年金担当まで

あなたのための
国民年金

国民年金は、
あなたが主人公です

�　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象です。
●11月に届いた方
　平成29年1月1日～10月2日までの間に保険料を納付された方
●平成30年2月に送付される方
　平成29年10月3日～12月31日までの間に今年初めて保険料を納付された方
●お問い合わせは年金加入者ダイヤルへ
　☎0570-003-004 ※おかけ間違いにご注意ください。
国民年金免除制度をご存じですか？
　経済的な理由や失業などで国民年金保険料を納めることが困難な方は、本人、配偶者、世
帯主の前年度所得額に一定の基準はありますが、保険料の全額または一部が免除されますの
で、未納のままにせずに免除制度をご利用ください。

【未納より免除した方が優位な点】
◦免除承認期間は年金を請求するときの受給資格期間に入り、年金受給額に一部反映されます。
◦保険料を未納にしておくと、障害基礎年金などを受け取れない場合があります。

【年金相談は完全予約制です！】
　毎月、中標津町役場で開設される「年金出
張相談所」を利用される方は、相談日の10
日前までに予約が必要です。
　　　　　　釧路年金事務所 
　　　　　　お客様相談室 ☎0154-61-6000

日時：９日㈫13時～16時30分
　　　10日㈬9時～13時30分
場所：中標津町役場
ご本人や配偶者の年金記号番号、
加入期間などを調べてお出かけく
ださい。

予約申込先

１月の
年金出張
相談所
開設日　
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【上記休業期間中の急用受付対応】
▷役　　　　　　場　　住民票・印鑑証明書の発行、出生届・婚姻届・死亡届の受領は随時行います。
▷標 津 病 院　　急患は随時受付しますが、事前にご連絡ください。（☎82－2111）
▷保健福祉センター　　地域包括支援センターは緊急時に電話受付します。（☎82－1588）
　　　　　　　　　　　※標津病院に転送されます。

☆年末・年始休業のお知らせ☆� の部分が休業日です。

　
平成29年12月 平成30年１月

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭ 5日㈮ 6日㈯ 7日㈰ 8日㈪ 9日㈫

役　　　　　　　場� (☎82-2131) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

標 津 病 院� (☎82-2111) 　 　 　 　 　 　 　 　

保健福祉センター� (☎82-1515) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ひ ま わ り 温 泉� (☎82-1515) 12月28日㈭～１月９日㈫

生涯学習センターあすぱる� (☎82-2900) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

川北生涯学習センター� (☎85-2224) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

川 北 体 育 館� (☎85-2224) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

川 北 児 童 館� (☎85-2057) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

川北親子ひろば「ぽっぷこーん」� (☎85-2224)

総 合 体 育 館� (☎82-3112) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

図　　　書　　　館� (☎82-2074) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

キ ラ リ 児 童 館� (☎82-2353) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

北 方 領 土 館� (☎82-2242) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

親子交流館おひさま� (☎82-2717) 　

ご み 収 集 ・ し 尿 汲 み 取 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　

清 掃 セ ン タ ー ・ 最 終 処 分 場 　 　

町営バス（町内循環線）火・金運行 　 　 　 　 　 　 　 　 　

町営バス（古多糠川北線）火・金運行

海の公園「交流ハウス」� (☎82-3211) 11月１日㈬～4月28日㈯

海の公園キャンプ場� (☎82-2265) 11月１日㈬～4月28日㈯

ポー川史跡自然公園� (☎82-3674) 11月24日㈮～４月28日㈯

※�ごみ収集・清掃センター・最終処分場は12月31日から１月５日まで休業しますので、年末のごみ
の出し忘れなどが無いようお気を付けください。（１月６日から通常通り業務開始します）

看護師、准看護師、看護補助者を募集中
　標津病院では、看護師、准看護師、看護
補助者を募集しています。お持ちの資格を生
かして、医療現場に従事してみませんか。
　応募要件や応募方法、雇用形態など詳しく
は、下記問合先へご連絡ください。
問合先　標津病院☎82-2111
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相原　幸太さん(大阪府豊中市) 加藤　徹大さん(東京都杉並区)

高橋　　厚さん(千葉県我孫子市) 廣田　孝志さん(神奈川県横浜市)

上岡　友紀さん(東京都目黒区) 谷川　忠弘さん(京都府京都市)

今井　誠司さん(東京都西東京市) 毛利　幸弘さん(兵庫県姫路市)

田口　一郎さん(東京都武蔵村山市) 小川　富久さん(兵庫県加古川市)

山手　正弘さん(千葉県八千代市) 関　　弘征さん(長野県阿南町)

高橋　道夫さん(江別市)

※ご本人の了承を得て掲載しています。
その他974件の寄付をいただいています。

寄付金はその目的を達成するために有効に活用させていた
だます。

ふるさと応援寄付金をいただき、ありがとうございました

ご存じですか？「ヘルプマーク」と「ヘルプカード」

◇消防署から大切なお願い◇

　ヘルプマークとは、援助や配慮を必要としていること
が外見から分からない方々が身に付けることで、周囲の
方に配慮を必要としていることを知らせ、援助を得やす
くなるよう作成されたマークです。
　ヘルプカードとは、障がいのある方などが携帯し、災
害時や緊急時など、周囲の方に手助けを求めたい時に提
示することで、手助けを求めやすくするものです。
　このマークを見かけた時や、カードの提示を受けた時
は、「何かお困りのことはないですか？」と声かけをお
願いします。
　利用・申込方法など詳しくは、下記問合先へご連絡く
ださい。
【ヘルプマーク】　　　　　【ヘルプカード】

【利用対象者】
　義足や人工関節を使用している方、障がい（身体・精
神・知的・発達・内部）のある方、難病の方、妊娠初期
の方など、外見からは援助や配慮を必要としていること
が分かりにくい方

問合先　保健福祉センターひまわり　社会福祉担当
　　　　☎82-1515（内線542）

　消防署では冬期間、火災に備えて消防水利（消火栓・
防火水槽）の除雪を行っています。しかし、消防水利の
そばに駐車していたり、除雪した雪を消防水利の周りに
積み上げていると、火災発生時に消防水利を使用でき
ず、消防活動に支障を来たす場合があります。
　迅速な消防活動を行えるよう、駐車や除雪を行う際
は、十分にご注意ください。
　また、消防水利の目印として紅白ポールや鉄杭を立て
ていますので、消防水利の付近を重機で除雪する際に
は、破損などに十分注意して除雪いただくよう
重ねてお願いします。
　皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

－　標 津 消 防 署　－

●標津病院に―
◦佐藤　律子さん

●社会福祉協議会に―
◦戸田　幸子さん	 ◦窪田　信宏さん

◦松澤　政典さん

◦標津商業振興会さま

●はまなす苑に―
◦林　　裕子さん	 ◦村山　　守さん

◦平田千恵子さん	 ◦澤口　　悟さん

◦川口　洋子さん	 ◦近藤冨士惠さん

◦熊谷　ミヨさん	 ◦田村ハルヱさん

◦笹木　利弘さん（釧路市）

◦目黒　章哲さん（神奈川県横須賀市）

◦染覚寺慈光仏教婦人会さま

◦理容こばやしさま
※ご本人・団体の了承を得て掲載しています。

お誕生おめでとう！
髙桑進

しん

次
じ

朗
ろう

くん(弥 栄 町)国　博・都　絵

佐藤　稔
とし

也
や

くん(望ヶ丘町)義　晃・　桜

下本　倖
こう

夢
め

ちゃん(桜ヶ丘町)卓　矢・弥　生

野竹　音
お

都
と

ちゃん(桜ヶ丘町)亮　宏・瑞　貴

今村日
ひ

真
ま

莉
り

ちゃん(緑　　町)　輝　・亜　美

寄付･寄贈ありがとうございました
（10月11日～11月10日受納分）

戸籍の窓口から
（10月11日～11月10日届け出分）

おくやみ申し上げます
戸田　　勲さん(住 吉 町)� 82歳
窪田　礼子さん(東茶志骨)� 64歳
平田トヨ子さん(望ヶ丘町)� 89歳
戸村　美枝さん(伊 茶 仁)� 97歳
林　　　進さん(北 川 北)� 85歳

※ご家族の了承を得て掲載しています。

 ご結婚おめでとう！
戸田　千里さん・佐藤　景子さん(川上町)

　町教育委員会では、小・中学校の児童生徒
の学校生活のために必要な資金を援助してい
ます。なお、申請は随時受け付けしています。
対象者
　�生活保護を受けている、失業中である、収
入が少ないなど、経済的に困っている方。

　※認定基準に基づきます。
受けられる援助費
　▷学用品費▷修学旅行費▷生徒会費▷PTA会費
　▷クラブ活動費▷体育実技用品費
　※支給額は教育委員会が定める額となります。
申込・問合先
　教育委員会管理課 ☎82-3110(内線412・416)

就学援助をご利用ください
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相　談イベント

　中標津保健所では、毎月こ
ころの問題でお悩みの方を対
象とした、精神科医師による
テレビ電話での遠隔相談を開
設しています。相談は完全予
約制となります。
日　時
　12月20日㈬
　13時30分～16時30分
場　所
　中標津保健所
予約先
　中標津保健所健康推進課
　☎0153-72-2168

　※�保健師による相談は、随
時受け付けています。

　12月4日～10日の「人権
週間」にあわせ、根室人権擁
護委員協議会では、「特設な
んでも相談所」を開設しま
す。
　相談内容の秘密は堅く守ら
れ、相談は無料で予約も必要
ありません。いじめや体罰、
配偶者からの暴力、家庭内の
困り事や隣近所とのもめ事な
ど、どんな相談でもお受けし
ますので、一人で悩まず、ま
ずは相談してみませんか。
日　　時
　12月4日㈪13時～16時
場　　所
　生涯学習センターあすぱる
問 合 先
　釧路地方法務局根室支局
　☎0153-23-4874

　町婚活プロジェクト協議会
では、12月17日㈰に「ホワ
イトXmasパーティー」を開
催し、独身者の出会いや友活
交流を応援します。第2部で
は、楽しいゲームやプレゼン
トも用意していますので、お
気軽にご参加ください。
　詳しくは、下記問合先へご
連絡ください。

日程および参加要件
○第１部
　ソフトバレーボール交流会
　〔10時～　鳩ヶ丘体育館〕
　�町内在住の男性・町内また
は近隣市町にお住まいの女
性で、未婚・既婚は問いま
せん。個人での申し込みも
大歓迎。主催側でチーム編
成します。

○第２部
　ホワイトXmasパーティー
　〔19時～　スナックメルヘン〕
　�町内在住の独身男性・町内
または近隣市町にお住まい
の独身女性。

※どちらかのみの
　参加もできます。

参 加 費
　男性 第2部のみ1,000円
　女性 無料
申込期限　12月11日㈪
問 合 先
　標津町婚活プロジェクト協議会
　☎82-2131（内線235）

12月の精神保健福祉
遠隔相談日程

特設なんでも相談所が
開設されます

ホワイトXmasパーティー
を開催します 1日㈮　

　高齢者レクリエーションの集い
〔10時～　あすぱる〕　

1日㈮、2日㈯　
　標津バレーボール教室
〔総合体育館、川北体育館〕

2日㈯
　子ども体力測定会

〔9時～　総合体育館〕
3日㈰
　第12回標津オープンバスケット
　ボール大会

〔9時～　総合体育館〕
4日㈪
　スポーツ体験教室

〔16時～　総合体育館〕
8日㈮
　日本ハムファイターズ標津町
　後援会選手交流事業

〔18時～　文化ホール〕
9日㈯
　日本ハム少年野球教室

〔9時～　総合体育館〕
10日㈰
　第40回秋季町民卓球大会

〔9時～　総合体育館〕
　第41回町東西対抗剣道大会

〔9時～　鳩ヶ丘体育館〕
12日㈫
　体組成計からだチェックデー
〔10時～、18時～　総合体育館〕

17日㈰
　第13回根室管内支部長杯卓球大会

〔9時～　総合体育館〕
<以上、主な大会、教室など>

スポーツ
12月のスポーツ

　12月14日㈭
　　会場：ひまわり
12～13ヵ月

２歳 ９時～10時

6～7ヵ月
9～10ヵ月

13時30分
～14時30分

問合先
　保健福祉センターひまわり
　☎82-1515

乳幼児健康相談日程

◆◇平成30年住宅・土地統計調査◆◇
　来年10月1日に「住宅・土地統計調査」が実施されます。
　調査実施に当たり、調査区域を明確にするための準備として、
12月中旬頃から約1カ月間、指導員が調査対象となった町内の
一部地域を巡回します。指導員は、北海道知事から交付された
「指導員証」を必ず身に付けて従事していますので、皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

―――　総務省・北海道・標津町　―――
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の
年
で
し

た
。
初
め
て
伯
母
に
な

り
、
初
め
て
入
院
し
、
初

め
て
九
州
を
訪
れ
…
な
ど

な
ど
。
あ
な
た
の
漢
字
は

何
で
す
か
？　
　

（
Ｓ
）

　優良運転者で、更新手
続きを終了した方のみ受
講できます。
●日　時　１月９日㈫
　　　　　13時30分～
●場　所　あすぱる　　

●問合先　住民生活課

　

ど
ん
な
荒
天
の
時
も
、
笑
顔
の
し
ゃ
が
れ

た
挨
拶
で
新
聞
を
配
達
し
て
く
だ
さ
る
お
じ

さ
ん
。

　

星
一
徹
の
猛
練
習
に
耐
え
て
、
全
道
大
会

で
優
勝
す
る
乙
女
た
ち
。
そ
し
て
そ
れ
を
温

か
く
支
え
る
保
護
者
の
方
々
。

　

稚
内
市
立
体
育
館
の
駐
車
場
で
、
メ
ガ

フ
ォ
ン
片
手
に
ア
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
よ
う
に
車

か
ら
降
り
る
３
人
の
お
じ
さ
ん
。

　

更
衣
室
で
大
笑
い
す
る
真
っ
裸
の
少
年
と

一
緒
に
、
真
っ
裸
で
も
っ
と
大
笑
い
す
る
水

泳
教
室
の
指
導
者
。

　

朝
早
く
か
ら
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
、
十

勝
の
農
家
顔
負
け
の
美
し
い
畑
を
こ
し
ら
え

る
お
じ
さ
ま
た
ち
。

　

台
風
で
屋
根
が
飛
べ
ば
、
一
目
散
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
る
水
道
課
の
白
髪
ダ
ン
デ
ィ
。

　

朝
一
の
金
山
ス
キ
ー
場
で
、
キ
レ
ッ
キ
レ

の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
く
オ
レ
ン
ジ
色
の
お
じ

さ
ま
。

　

ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
か
ら
、
右
バ
ッ
タ
ー

の
膝
元
に
シ
ン
カ
ー
を
投
げ
込
む
イ
ケ
メ
ン

父
ち
ゃ
ん
。

　

海
の
公
園
で
、
朝
日
を
背
に
、
ひ
た
す
ら

に
ル
ア
ー
を
放
つ
釣
り
キ
チ
た
ち
。

　

ツ
ナ
ギ
を
着
て
、
工
具
を
持
っ
て
、
汗
だ

く
に
な
っ
て
Ｓ
Ｌ
を
動
か
し
た
男
た
ち
。

　

鳴
呼
、
素
晴
ら
し
き
標
津
の
人
び
と
。

　

「
ど
う
し
て
、
標
津
に
家
を
建
て
た

の
？
」
と
い
う
質
問
に
。

　

私
は
「
人
が
素
敵
な
ん
で
す
。
」
と
即
答

し
て
い
ま
す
。

☀
　
☀
　
☀

　

次
の
「
ま
ち
の
声
」
は
山
口　

直
樹
さ
ん

（
桜
ヶ
丘
町
）で
す
。

■平成29年11月１日現在� （前月比）　【前年同月比】

■平成29年10月１日～10月31日
（本年の累計）

人口前月比の内訳

人　口 5,302人（　  0人）【−33人】
　男 2,615人（　  3人）【−22人】
　女 2,687人（−  3人）【−11人】
世帯数 2,347世帯（　  1世帯）【−  4世帯】

人身事故 0件（    1件）
負 傷 者 0件（    2件）
死 亡 者 0件（    0件）
物損事故 16件（  95件）

増 減 比較
転　入 6人 転　出 6人 0人
出　生 5人 死　亡 5人 0人
その他 0人 その他 0人 0人

計 11人 計 11人 0人

375

素晴らしき標津町民

瀬
せ

川
がわ

　航
こう

平
へい

 さん（桜ヶ丘町）
中標津東小学校

１月の運転免許
更新時講習会


